
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【シマリス～９月】ここ数年シマリスの姿をあまり見かけません。秋口は貯食のため比較的容易に見ることができますが、 

今年は特にその数が明らかに少ないです。要因は様々ありますが、外敵(爬虫類・鳥類・哺乳類等)による捕食が一番に挙

げられます。平均 4～５匹の仔を産みますので、その数は増えていってもよいのですが…。 

いずれにしても、野生下で寿命３年と非常に短いです。今年は特に「山麓」での目撃が多い年でした。 

一般道路での遭遇が一番多かったのですが、登山中の疲れを癒してくれる場所での出会いが、やはり一番ですね。 

 

＊大雪山系黒岳にて 

＊林道にて          ＊町道にて          ＊民家周辺にて 



                                             

 

                                                           

                                             

 

 

  

 

 

      

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                                         

 

 

 

 

 

                                     

         

 

 

 

 

                                 

                  

☆チビターニュース/山の実 ２０２1 年 9月 25 日（土） 第 10５号☆ 

☆  

【シマリス～９月】車の犠牲になってしま

いました…。カーブを過ぎた場所に巣穴が

あり、いつも気になって通過していました

が、残念ながら飛び出してしまったようで

す。車の爆音で驚いて飛び出すという説も

ありますが、いつもながら思うことは「何

故ここに巣をつくるのか」…。 

【すもも～９月】林道入口に「すもも」が自生していました。落葉広葉樹の小高木、花は見かけたことがありましたが、

実がなったのはあまり記憶がありません。と、そこに「イソシギ」が…。何故かこのような場所に…。車につぶされた

種を啄んでいましたが、食性は「動物食」。主に昆虫類を食しますが、種を食べるとは驚きでした。翌日に行ってみると、

落ちた実や、なっていた実は何もありませんでした。犯人は鳥類？哺乳類？はたまた人間か？想像が膨らみます。 

 

【エゾライチョウ幼鳥～８月】わずか一週間の間に、別々の林道４ヶ所で、計１７羽の幼鳥を確認しました。内 1 ヶ所

の林道では７羽の幼鳥が林道で昆虫等を捕食していました。繁殖期は５月、地上に巣を作り５～７個程度の卵を産みま

すが、今回の７羽の幼鳥は最高クラスです。産卵が終わると雄はつがいを解消し、幼鳥は雌と秋まで行動を共にします。

例年は、雛が数羽、幼鳥も数羽の確認でしたが、これほどの短期間での幼鳥の出会いは驚きでした。無事に育ってネ。 

 

【キイロスズメバチ～９月】 

カラマツに彫られたクマゲ

ラの採餌木。大きく彫られて

いましたが、数日後にキイロ

スズメバチが乗っ取り、巣を

作っていました。スズメバチ

は至る所に巣を構えます。 

【実が弱いです～９月】気象の影響で、今年も実のなりかたが弱いです。山ぶどう・ナナカマド・クルミ等はまずまずですが、

ドングリ・コクワ・マタタビ等は場所によってはゼロに等しいです・・・。これでは、野生の動物は冬に向けて中々貯えができない

状態です。案の定、ヒグマが民家近くにおりてきて収穫間近の農作物を狙ったり、写真の通りデントコーン畑に入り食い荒らしたり

しています。このデントコーン畑には、親と仔２頭が来ていましたが、親離れ後の仔の行動が気がかりです・・・。 

 



             

                                           

 

 

 

                                             

 

 

 

 

                                             

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

☆チビターニュース/森のたね ２０２1 年 9月２５日（土） 第 10５号☆ 

☆  

【２０２１年・黒岳周辺紅葉～９月】寒暖の差が付き始めた９月前半、一気に色付きが増し見頃期に入ったのが９月７日、その後

も順調に進み９月１１日からピークとなったものの、９月１３日の悪天(暴風雨)、翌日のマイナス気温で大雪山全域に霜がおり(非常に

長い霜柱も)、やや色合いが落ちたものの、黒岳の斜面ではさらにダケカンバ等の黄色もまじり、紅黄葉の紅葉へと進んでいきました。 

【紅葉前線スタート～９月】 

例年並みに大雪山系黒岳で「ウラシマツツジ」が色付き、紅葉前線

スタートとなりました。このウラシマツツジ、枝が地中をのびて広

がる落葉小低木。春先には地上に出た枝先から葉と花を出します

が、つりがね状でクリーム色、小さくてとても可愛らしいお花です。

秋には果実が黒く熟し、葉は写真の通り深紅に紅葉します。８月中

旬に連続して霜がおり、色付き始めはややくすんだ色が出ました

が、その後持ち直したようです。今年は部分的でしたが、橙色と赤

色がまじりあった、言葉では表現できない程の見事な色合いのウラ

シマツツジも現れました。     写真：ポン黒岳にて９/２ 

 



季節の観察会 

10/9-14・AM計６回 峡谷紅葉散策 

上記以外・詳細はHPで公開致します。 

 

                                             

                        

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

■  2021年度・ビジター講座  ■ 

                          

発行：大雪山国立公園  

 

 

℡ 01658－9－4400 ／fax 01658－9－4401 

アドレス : http://www.sounkyovc.net/ 

開館時間 ６月～１０月／８：００～１７：３０無休・入館無料 

１１月～ ５月／９：００～１７：００月曜日休（祝祭日は翌日） 

                      202１年 9 月２５日発行 M・K 

 

 

 

 

                           

白黒紙面でご覧の皆様へ ～ パソコンをお持ちの方は、上

記のアドレスで公開していますので、そちらもご覧下さい。 

 

 

■大雪山フィールドノート写真展■ 

（日時）常時展示 【場所】ビジターセンターレクチャールーム 

（内容）一年を通じた大雪山の自然を写真と解説文で紹介します。        

    

 

 

★★観察会は事前申し込みが必要です★★ 

★★詳細についてはお問合せください★★ 

そんなにあわてて逃げなくても…。 

只今、新型コロナウィルス感染症防止の観点 

から「切り絵」は休止させていただいており

ます。何卒ご了承下さいませ。 

 

 

 

７月↓ 黒岳気象他↓ 上川・層雲峡気象↓

7/23 アカハラ、ヒグマ糞 上 8/6 エゾライチョウ 　 7/22 上川町　日最高気温３１．３℃

7/24 エゾタヌキ、ヒグマ糞 上 8/9 標高の高い場所では、あられ降る 7/24 センター前　日最高気温３０℃

7/28 エゾクロテン、ヒグマ糞 上 8/10 銀泉台線　雨のため通行止め　翌１１日解除 上川町　日最高気温３１．９℃

８月↓ 早朝９時　白雲小屋周辺２．６℃　風雨強も雪にならず 7/25 センター前　日最高気温３１℃

8/2 エゾタヌキ、エゾライチョウ幼鳥　計１３羽 上 8/11 石室　早朝２．５℃

8/4 シマリス、ヒグマ糞 上 8/12 石室　早朝５℃　白雲小屋周辺１℃ 7/27

8/6 エゾリス 層 8/13 石室周辺　１０日～１３日にかけて霜おりる 7/28

8/7 エゾライチョウ幼鳥３羽 上 8/20 ウソ、ギンザンマシコ、アオダイショウ 7/30

8/8 エゾライチョウ幼鳥１羽、ヒグマ糞 上 8/21 頂上直下にヒグマ 7/31 センター前　日最高気温３２℃

8/9 クマゲラ 上 8/27 日暈(ハロ)、桂月岳・北鎮岳分岐下ヒグマ

8/11 エゾリス(仔) 上 8/31 白雲小屋周辺早朝４℃

8/13 エゾタヌキ 上 9/2 石室　早朝０℃　白雲小屋周辺２℃ 通年を通しても、上記４日間ＢＥＳＴ１０に入る

8/16 エゾリス(仔) 上 急激な気温の低下でナキウサギ多数　カヤクグリ 8/3 センター前　日最高気温３２℃

8/17 キタキツネ仔２匹、ツツドリ 上 9/5 石室　早朝２℃ 8/6

8/21 エゾライチョウ幼鳥４羽、ホオアカ幼鳥 上 9/6 白雲小屋周辺早朝２℃ 8/7

8/22 エゾライチョウ幼鳥６羽、エゾリス、モズ幼鳥 上 9/7 石室　早朝２℃　白雲小屋周辺早朝２℃ 通年を通しても、観測史上１位となる

親子熊(親１仔２)道路横断 桂月岳ヒグマ、ナキウサギ、ポン黒にてエゾシカ２頭 8/10

8/23 チゴハヤブサ(鳴き声） 層 9/13 白雲小屋周辺早朝２℃　雪まじりの雨が降る 8/11

8/24 エゾライチョウ幼鳥４羽、シマリス 上 9/14 石室　早朝０℃　白雲小屋周辺早朝マイナス２℃ 8/12 センター前　日最低気温８℃

8/25 シマリス　道道で車の犠牲に 上 霜おりる、霜柱多数 8/31

8/28 エゾライチョウ幼鳥４羽、イソシギ・すもも突く 上 ナキウサギ、シマリス 8/31

8/29 ツツドリ幼鳥 上 9/15 石室　早朝マイナス１℃　白雲小屋周辺早朝０℃ 9/4

９月↓ 霜降りる

9/1 ヒグマ足跡、ヒグマ糞 上 9/11

9/2 エゾタヌキ　国道で車の犠牲に 上 9/14

9/3 シマリス、ヒグマ糞 上

9/4 エゾライチョウ幼鳥２羽 上 9/16 センター前　日最低気温４℃

9/5 ヒグマ足跡、ヒグマ糞 上

9/7 チゴハヤブサ 上

9/8 シマリス、ヒグマ糞 上

9/9 エゾフクロウ 上

9/11 ハイタカ、ヒグマ糞、キタキツネつがい形成？ 上

9/12 エゾライチョウ、ヒグマ、エゾタヌキ国道で車の犠牲に 上

9/17 シマリス、エゾタヌキつがい形成？、疥癬病のキタキツネ 上

9/18 ヒグマ足跡、ヒグマ糞 上

9/20 エゾタヌキ、シマリス 上

カレンダー期間　7/21-9/20
観測地  上・上川　層・層雲峡　黒・黒岳

上川町　日最高気温３３．４℃　７月観測史上３位

上川町　日最高気温３４．３℃　７月観測史上１位

上川町　日最高気温３３．８℃　８月観測史上３位

上川町　日最高気温３５．１℃　８月観測史上１位

上川町　日最大１時間降水量２２．５mm　９月観測史上５位

層雲峡　日最大１０分間降水量１１．５mm　９月観測史上２位

センター前　日最低気温５℃

上川町　日最低気温０．６℃　平年値より８．７℃低い

上川町　日最低気温１５．６℃といきなり下降

上川町　日最大１０分間降水量１６．５mm　９月観測史上２位

上川町　月間日照時間多　１６２．２h　８月観測史上１位

センター前　日最低気温９℃と一桁気温になる

上川町　月降水量少６６．５mm　８月観測史上３位

上川町　日最高気温３２．１℃

上川町　日最高気温３４．１℃　７月観測史上２位

上川町　日最高気温３３．１℃　７月観測史上４位

上川町　日最高気温　７月観測史上１位から４位まで独占
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